
証券コード 7531
平成31年３月６日

株 主 各 位
大 阪 市 西 区 九 条 南 三 丁 目 １ 番 20 号

清和中央ホールディングス株式会社
代表取締役社長 阪 上 正 章

　

第65期定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第65期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご
出席くださいますようご案内申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができます

ので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権

行使書用紙に賛否をご表示いただき、平成31年３月26日（火曜日）午後５時00分まで

に到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬 具
記

１. 日 時 平成31年３月27日（水曜日）午前10時 (受付開始 午前９時）

２. 場 所 大阪市中央区北久宝寺町三丁目５番12号

御堂筋本町アーバンビル11階

鐵鋼會館 ５・６号会議室

３. 株主総会の目的事項

報 告 事 項　１. 第65期（平成30年１月１日から平成30年12月31日まで）事業報

告、連結計算書類ならびに会計監査人および監査役会の連結計

算書類監査結果報告の件

　２. 第65期（平成30年１月１日から平成30年12月31日まで）計算書

類報告の件

決 議 事 項

第１号議案 剰余金の処分の件

第２号議案 定款一部変更の件

第３号議案 取締役５名選任の件

第４号議案 監査役１名選任の件

以 上
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎ 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお

願い申しあげます。

◎ 当社は、法令および定款第17条の規定に基づき、次に掲げる事項をインターネット上の当社ウェブ

サイト（http://www.seiwa-chuo-holdings.co.jp）に掲載しておりますので、本招集ご通知には記

載しておりません。①連結計算書類の連結注記表 ②計算書類の個別注記表 なお、本招集ご通知

の添付書類に記載されている連結計算書類および計算書類は、会計監査人または監査役が会計監査

報告または監査報告を作成するに際して監査をした書類の一部であります。

◎ 株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類および連結計算書類に修正が生じた場合には、イン

ターネット上の当社ウェブサイト（http://www.seiwa-chuo-holdings.co.jp）に掲載させていただ

きます。
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添付書類
　

事 業 報 告

（平成30年１月１日から
平成30年12月31日まで）

　
１．企業集団の現況

(1) 事業の経過および成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、自然災害の影響もあり、景気は一時的

に足踏みがみられたものの、その影響は限定的で、個人消費・雇用の持ち直しの

動きが続き、企業収益の改善を背景に設備投資も堅調に推移し、国内景気は改善

傾向が続きました。一方、国際経済は、米国の安定した雇用情勢と個人消費を背

景に着実な景気回復が継続し、ASEANも総じて底堅さを見せましたが、年終盤は、

貿易摩擦による影響が懸念される中、欧州ユーロ圏ではやや景気停滞感が示され、

中国も一部指標に減速感が窺われました。先行きについては、英国のＥＵ離脱問

題の不透明感、米中貿易摩擦の顕在化、さらに、アジア各地の地政学的リスクの

影響やトランプ政権の不安定性、政策に関する不確実性の影響等に留意が必要な

状況となりました。

鉄鋼業界におきましては、トランプ大統領による輸入制限の発動の影響から、

鉄鉱石や石炭などの原材料価格の下落局面もありましたが、国内外の鋼材需要が

底堅く推移する中、夏場には少し停滞したものの、鉄鋼製品価格は年間を通して

上昇する展開となりました。

このような経営環境下において、当社グループは一層の収益重視姿勢に努め、

仕入面においては在庫量の適正化に注力、販売面においては適切な販売量の確保

と販売価格の設定に重点を置き、きめ細かく営業活動を展開してまいりました。

その結果、当連結会計年度の売上高は521億79百万円（前年同期比14.9％増）、営

業利益は12億21百万円（前年同期比10.4％減）、経常利益は13億36百万円（前年同

期比6.7％減）、法人税等を差引いた親会社株主に帰属する当期純利益は８億32百

万円（前年同期比10.4％減）となりました。

なお、当事業年度の期末配当金につきましては、当連結会計年度事業実績に鑑

みて、１株当たり普通配当50円としてお諮りさせていただきます。
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（セグメント別業績）
　 事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

セグメントの名称 売 上 高 (百万円) 前期比増減率 (％)

西日本 26,189 13.0

東日本 26,094 17.0

その他 684 17.7

　 計 52,967 15.0

セグメント間の内部売上高又は振替高 △788 -

連結計算書類の売上高 52,179 14.9

　

(2) 設備投資の状況

特記すべき事項はありません。

　

(3) 資金調達の状況

特記すべき事項はありません。
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(4) 財産および損益の状況

区 分
第 62 期

(平成27年12月期)
第 63 期

(平成28年12月期)
第 64 期

(平成29年12月期)

第 65 期
[当連結会計年度]
(平成30年12月期)

売 上 高(百万円) 49,034 41,785 45,404 52,179

経 常 利 益(百万円) 899 1,015 1,431 1,336

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

(百万円) 596 680 928 832

１株当たり当期純利益(円) 152.37 173.79 237.09 212.52

総 資 産(百万円) 30,237 28,789 31,876 36,159

純 資 産(百万円) 11,691 12,305 13,323 13,768

１ 株 当 た り 純 資 産 額(円) 2,935.60 3,090.34 3,346.19 3,457.14

　

(5) 重要な子会社の状況

① 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主 要 な 事 業 内 容

清 和 鋼 業 株 式 会 社 300百万円 100.0％ 鋼材販売事業

中 央 鋼 材 株 式 会 社 100百万円 96.2％ 鋼材販売事業・不動産賃貸事業

大 宝 鋼 材 株 式 会 社 75百万円 ※ 100.0％ 鋼材販売事業

清和サービス株式会社 20百万円 ※ 100.0％ 鋼材荷役および保管管理事業

(注) １. 中央鋼材㈱の出資比率は自己株式を控除して計算しております。
２. ※印は子会社の出資による比率であります。

　

② 特定完全子会社に関する事項

会 社 名 住 所 帳簿価額の合計額 当社の総資産額

清和鋼業株式会社 大阪市西区九条南三丁目1番20号 4,239百万円 13,235百万円
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(6) 対処すべき課題

わが国経済の見通しは、生産性向上と働き方改革の取り組み推進による良好な

雇用環境維持と所得環境の改善の持続が期待されます。

足元の国内外経済は総じて堅調に推移すると予想されますが、先行き懸念材料

も多く、米中間における貿易摩擦、中国経済の減速懸念、英国のＥＵ離脱、中東

地区の地政学的リスクには注意を払う必要があります。

鉄鋼業界におきましては、人手不足による工事遅延リスクの課題は続くととも

に、世界経済の下振れリスクは鉄鋼需要に影響するものと思われます。

一方、鋼材価格については、海外マーケットの動向により下振れするリスクも

考えられ、また、為替の動向は国内鋼材価格に大きく影響する懸念もあります。

当社グループといたしましては、かかる環境に対応すべくさらに収益重視の姿

勢を堅持、経営基盤を強化し存在感ある企業を目指します。

① 為替動向に留意し、鉄鋼市況の国際的変動に素早く対応すべく、短期対応で

のきめ細かい在庫調整に努めます。

② 取引先のニーズを的確に把握して、「必要なときに」「必要なものを」「必要な

量だけ」を迅速かつ確実に提供するためのきめ細かく柔軟な営業体制の充実に

注力し、既存取引先におけるシェアアップ、新規取引先の拡大を図ります。

③ 運賃・荷役費用等の合理化を推進し、一層のコスト削減を図ります。

④ 与信管理を徹底し、不良債権の発生を未然に防止するように努めます。

⑤ 企業の成長維持のために、次世代を担う人材の育成に力を入れ、戦力強化に

努めます。
　

(7) 主要な事業内容（平成30年12月31日現在）
当社グループは、当社および子会社６社で構成され、鋼材の卸売を主な事業内

容としており、当事業に関連する加工、請負工事、荷役業務、さらに不動産賃貸

事業も行っております。
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(8) 主要な営業所および倉庫・工場（平成30年12月31日現在）
　 ① 当 社 大阪市西区九条南三丁目１番20号
　 ② 子会社等

清和鋼業株式会社 大阪市西区
支 店 九州支店（北九州市若松区）

岡山支店（岡山県都窪郡）
営業所 和歌山店（和歌山県岩出市）
倉 庫 堺スチールセンター（堺市堺区）

九州倉庫（北九州市若松区）
岡山倉庫（岡山県都窪郡）
和歌山倉庫（和歌山県岩出市）

中央鋼材株式会社 東京都中央区
支 店 東北支店（宮城県岩沼市）
事業部 鉄構事業部古河営業室（茨城県古河市）

倉庫・工場 浦安鉄鋼センター（千葉県浦安市）
浦安Ｈ形鋼センター（千葉県浦安市）
岩沼鉄鋼センター（宮城県岩沼市）
古河工場（茨城県古河市）
第二工場（栃木県小山市）
第三工場（栃木県栃木市）
岩沼工場（宮城県岩沼市）

大宝鋼材株式会社 大阪市西区
清和サービス株式会社 堺市堺区
サンワ鋼材株式会社 茨城県古河市
北進鋼材株式会社 埼玉県八潮市

　
(9) 使用人の状況（平成30年12月31日現在）

　 企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

205名 12名増

(注) 使用人数は就業員数であり、パートおよび嘱託40名を除いております。
　

(10) 主要な借入先の状況（平成30年12月31日現在）

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 1,440百万円

株 式 会 社 り そ な 銀 行 750百万円

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 650百万円
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２. 会社の現況

(1) 株式の状況（平成30年12月31日現在）

① 発行可能株式総数 12,000,000株

② 発行済株式の総数 3,922,000株

③ 株主数 337名

④ 大株主 (上位10名)

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 ％

株 式 会 社 ワ イ エ ム ピ ー 558,000 14.25

エ ス ケ ー 興 産 株 式 会 社 495,800 12.66

阪 上 正 章 440,880 11.26

阪 上 恵 昭 281,900 7.20

大 和 製 罐 株 式 会 社 223,500 5.71

阪 上 寿 美 子 218,600 5.58

山 口 興 産 株 式 会 社 185,600 4.74

東 洋 商 事 株 式 会 社 149,500 3.82

エ ム エ ム 建 材 株 式 会 社 130,000 3.32

加 藤 匡 子 115,700 2.95

(注) 持株比率は自己株式（6,309株）を控除して計算しております。
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(2) 会社役員の状況

① 取締役および監査役の状況

会社における地位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 阪 上 正 章

清和鋼業㈱代表取締役
中央鋼材㈱取締役会長
清和サービス㈱代表取締役
エスケー興産㈱代表取締役

常 務 取 締 役 阪 上 恵 昭
管理本部長
清和鋼業㈱常務取締役営業本部長

取 締 役 西 本 雅 昭

管理本部副本部長兼経営企画部長
兼経理部長
清和鋼業㈱取締役
中央鋼材㈱監査役

取 締 役 後 藤 信 三
中央鋼材㈱代表取締役
清和鋼業㈱取締役

常 勤 監 査 役 上 山 公 清和鋼業㈱監査役

監 査 役 岸 保 典

監 査 役 小 西 弘 之 田岡化学工業㈱社外取締役(監査等委員）

(注) １. 監査役上山 公、岸 保典、小西弘之の３氏は、社外監査役であります。

２. 監査役上山 公氏は、東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が生じるお

それのない独立役員であります。

３. 監査役小西弘之氏は、税理士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知

見を有しております。

② 事業年度中に退任した取締役および監査役

氏 名 退 任 日 退 任 理 由
退任時の地位・担当および

重要な兼職の状況

杉 本 武 平成30年３月27日 辞任 監査役
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③ 取締役および監査役の報酬等の額
　

支 給 人 員 支 給 額

取 締 役 ３名 74,430千円

監 査 役
(うち社外監査役分)

４名
(４名)

5,430千円
（ 5,430千円)

合 計
(うち社外役員分)

７名
(４名)

79,860千円
( 5,430千円)

　

(注) １. 取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

２. 当事業年度中の人員は、取締役４名、監査役４名(辞任した１名の監査役を含みます。）で

ありますが、うち取締役１名は無報酬であり、上記人員には含んでおりません。

３. 監査役の支給人員および支給額には、平成30年３月27日に辞任した１名の監査役が含まれ

ております。

４. 上記の支給額には、当事業年度における役員退職慰労引当金の増加額17,720千円（取締役

３名分17,270千円、監査役３名分450千円）が含まれております。

５. 上記報酬等の額のほか、社外役員が当社の子会社から受けた役員としての報酬額は1,200千

円であります。

６. 上記報酬等の額のほか、平成30年３月27日開催の第64期定時株主総会決議に基づき、役員

退職慰労金を退任社外監査役１名に対して3,960千円支給しております。なお、この金額に

は、過年度の事業報告において開示した役員退職慰労引当金の繰入額を含んでおります。

④ 社外役員に関する事項
　 イ. 社外取締役を置くことが相当でない理由

当社は、これまで、鉄鋼流通業界は市場環境の変化が激しく、当社におい
ては当社の事業特性を踏まえた機動的で効率的な経営が重要となるため、当
社における取締役は、鉄鋼流通業界に精通した能力、識見、当社事業内容に
対する見識等を有していることが必要であり、また、３名の社外監査役によ
るモニタリング機能は十分機能していることから当社のコーポレート・ガバ
ナンスの実効性は十分確保されていると考え、社外取締役の選任は行ってき
ておらず、事業年度末日において社外取締役を置いておりません。

　 しかしながら、近時の上場会社を取り巻く環境も踏まえ、株主様からより
信頼されるコーポレート・ガバナンス体制を構築すると同時に、当社に即し
た機動的かつ効率的な経営判断に対し、様々な客観的角度からの助言・提言
などによる実効的な監督・監査機能を、一層強化する必要もあると考えるに
至りました。当社といたしましては、社外取締役を選任する場合、豊富な経
営経験その他の優れた能力、識見、さらには十分な独立性を備え、かつ当社
事業への理解をいただきながら実効的な監督・監査を実施できることが必要
と考えて人選に努めてまいりました。その結果、今般適任者を得ることがで
きましたので、平成31年３月27日開催予定の第65期定時株主総会に社外取締
役を含む取締役選任議案を上程いたします。
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ロ. 他の法人等の重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等との関係
　 ・監査役上山 公氏は、清和鋼業株式会社の監査役であります。清和鋼業

株式会社は当社の100％出資子会社であります。
・監査役小西弘之氏は、田岡化学工業株式会社の社外取締役（監査等委員）
であります。なお、当社と田岡化学工業株式会社との間には、特別な関
係はありません。

ハ. 当事業年度における主な活動状況

区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

監 査 役

上 山 公

当事業年度開催の取締役会13回の全てに出席、また監
査役会10回の全てに出席しており、鉄鋼業界における
豊かな経験と幅広い見識から有益な意見や率直な発言
など適宜行っております。

岸 保 典

当事業年度開催の取締役会13回の全てに出席、また監
査役会10回の全てに出席しており、鉄鋼業界における
豊かな経験と幅広い見識から有益な意見や率直な発言
など適宜行っております。

小 西 弘 之

当事業年度のうち平成30年３月27日の就任後に開催さ
れた取締役会10回の全てに出席、また監査役会６回の
全てに出席しており、主に税理士としての専門的見地
から適宜発言を行っております。
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(3) 会計監査人に関する事項

① 会計監査人の名称 有限責任 あずさ監査法人

② 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

支 払 額

・当事業年度に係る報酬等の額 54,400千円

・当社および子会社が会計監査人に支払うべき金銭
その他の財産上の利益の合計額

54,400千円

(注) １. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基

づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区別できませんので、当

事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しています。

　 ２. 会計監査人の報酬等について当社監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の

職務遂行状況および報酬見積の算出の根拠等が適切であるかどうかについて検討した結果、

会計監査人の報酬等の額について妥当であると認め同意いたしました。

③ 非監査業務の内容

該当事項はありません。

④ 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要がある

と判断した場合は、会計監査人の解任または不再任に関する議案を決定し、取

締役会は、当該決定に基づき、当該議案を株主総会に提出いたします。

また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認め

られる場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が、会計監査人を解任いた

します。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株

主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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(4) 会社の体制および方針

　① 業務の適正を確保するための体制

取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制そ

の他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下の

とおりであります。

イ．取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保す

るための体制

当社および子会社（以下、「当社グループ」という。）の取締役および使用人

は、社会の構成員として、「社員倫理規程」に基づき、社会規範・倫理観をもっ

て行動し、法令を遵守するとともに経営の効率性を高めて、会社の永遠の発展

に貢献する。

取締役は、忠実に業務を執行し、「内部通報規程」の設置等コンプライアンス

体制の整備・強化に努める。

ロ．取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

　・取締役の職務の執行に係る重要な会議の議事録、その他の関連する書類に

ついては、法令および「文書管理規程」等により適切に作成・保存し、情

報漏洩を防止する。

　・個人情報および個人データに関しては、「個人情報保護規程」の遵守を徹底

する。

ハ．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　・当社グループ全体的なリスク管理の精度を上げるため、当社グループの取

締役および事業子会社取締役・執行役員等で構成される「リスク管理委員

会」を設置し「リスク管理規程」に基づき、適切な対応を適時検討する。

　・当社グループ各部門は、それぞれの部門に関するリスク管理を行う。

　・当社グループ各部門の長は、想定されるリスクを洗い直し、対応策の検討

や教育を行うための管理体制を整備する。

　・不測の事態発生の場合は、代表取締役社長の指揮下、迅速に損害を抑制す

る横断的な体制を整える。

ニ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　・取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎

として、月１回の定例取締役会のほか、必要に応じて随時取締役会を開催

し、意思決定のスピードアップを図るとともに、法令に定められた事項や

当社グループの経営に関する重要事項については、慎重に意思決定を行う。

　・当社グループとして達成すべき目標を明確化するとともに、担当部門ごと

の業績目標を明確化し、責任を明らかにする。

― 13 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年02月19日 16時28分 $FOLDER; 13ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



ホ．当社ならびに子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための

体制

　・子会社の経営については、「子会社管理規程」に基づき、重要な事項につい

ては事前に協議し、経営成績、財務状況等については定期的に当社取締役

会に報告を行う。

　・子会社は、当社との連携・情報の共有化を行いながら、規模、事業の特性

等を踏まえて、当社と連携し、内部統制システムを整備することを基本と

する。

　・子会社の管理状況および業務執行状況に対し、内部監査室長は当社グルー

プの監査役と連携し、定期的に監査を行う。

ヘ．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該

使用人に関する事項および当該使用人の取締役からの独立性に関する事項

監査役から補助すべき使用人を求められた場合は、必要に応じて監査役スタ

ッフを設置する。監査役スタッフを設置した場合は、その指揮・命令等は監査

役の下にあり、独立性を確保する。

ト．取締役および使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報

告に関する体制

　・当社グループの取締役および使用人は、会社に著しい損失を与える事実が

発生し、または発生する恐れがあるとき、取締役および使用人による違法

または不正な行為を発見したときは、監査役または内部監査室長に報告す

る。また、当該報告に関して不利な取扱いを禁止するとともに、内部通報

窓口を設け、その旨を周知する。

　・内部監査室長は、監査役と協議のうえ、定期的または不定期的に内部監査

した部門のリスク管理体制について報告する。

チ．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　・監査役は、会計監査人、内部監査室長等と緊密な連携および情報交換を行

い、相互補完、相互牽制を図りながら監査の実効性を高める。

　・監査役は、必要に応じて代表取締役社長と意見を交換する。

　・監査役が監査の実施にあたり、弁護士その他の外部専門家を任用するため

の費用の支出等当該職務の執行について生ずる費用を求める場合、当社は

職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、その費用を負担する。

リ．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方および整備状況

　・当社グループは、反社会的勢力と一切の関係を持たない。また、反社会的

勢力から接触を受けた場合、不当要求は一切受けず、警察当局、顧問弁護

士等と協力・連携を図り、反社会的勢力に対して毅然たる態度で臨む。
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　・当社は、企業防衛を目的とした外部団体に所属し、反社会的勢力に関する

防衛指導を受けるとともに情報交換および情報の共有化を図る。また、対

応統括部署は総務部とし、警察当局、顧問弁護士等との連携を図りながら、

必要に応じて関連部署と協議のうえ対応する。

　② 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制そ

の他会社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりで

あります。

イ．内部統制システム全般

当社およびグループ各社の内部統制システム全般の整備・運用状況を、特に

当社の内部監査室が中心となってモニタリングし、必要が認められた場合には

適時改善を進めております。

ロ．コンプライアンス

上記①の方針に基づいた運用を行っていることに加え、当社は内部通報規程

により相談・通報体制を設けており、グループ各社にも整備し、連携を図るこ

とでグループ全体のコンプライアンス向上に努めております。

ハ．リスク管理

当社およびグループ各社は、定期的にリスク管理委員会を開催し、想定され

るリスクに関して適切な対応を適時検討しております。

ニ．内部監査

内部監査室が作成した内部監査計画に基づき、当社およびグループ各社の内

部監査を実施いたしました。

　

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

(注) 本事業報告中に記載の金額は、表示単位未満は切り捨てて表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表
(平成30年12月31日現在)

科 目 金 額 科 目 金 額

(資 産 の 部) 千円 (負 債 の 部) 千円

流 動 資 産 27,337,115 流 動 負 債 20,687,246

現 金 及 び 預 金 1,371,219 支払手形及 び 買 掛 金 14,499,529

受取手形及 び 売 掛 金 17,826,900 短 期 借 入 金 3,090,000

商 品 3,984,618 未 払 法 人 税 等 267,541

前 渡 金 3,672,412 前 受 金 2,296,659

繰 延 税 金 資 産 51,023 賞 与 引 当 金 22,133

そ の 他 504,215 役 員 賞 与 引 当 金 40,000

貸 倒 引 当 金 △73,275 そ の 他 471,382

固 定 資 産 8,822,165 固 定 負 債 1,703,916

有 形 固 定 資 産 6,841,056 長 期 借 入 金 100,000

建 物 及 び 構 築 物 1,245,088 繰 延 税 金 負 債 1,068,871

機械装置及 び 運 搬 具 619,712 退職給付に 係 る 負 債 163,521

土 地 4,947,781 役員退職慰 労 引 当 金 243,900

そ の 他 28,474 そ の 他 127,622

無 形 固 定 資 産 21,822 負 債 合 計 22,391,162

ソ フ ト ウ ェ ア 18,413 (純 資 産 の 部)

そ の 他 3,409 株 主 資 本 12,931,915

投 資 そ の 他 の 資 産 1,959,285 資 本 金 735,800

投 資 有 価 証 券 1,242,250 資 本 剰 余 金 601,840

繰 延 税 金 資 産 34,555 利 益 剰 余 金 11,620,387

そ の 他 682,569 自 己 株 式 △26,112

貸 倒 引 当 金 △90 その他の包括利益累計額 605,170

その他有価証券評価差額金 605,170

非 支 配 株 主 持 分 231,031

純 資 産 合 計 13,768,118

資 産 合 計 36,159,280 負債及び純 資 産 合 計 36,159,280

(注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

（平成30年１月１日から
平成30年12月31日まで）

科 目 金 額

千円 千円

売 上 高 52,179,107

売 上 原 価 46,889,020

売 上 総 利 益 5,290,086

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,068,949

営 業 利 益 1,221,136

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 40,972

仕 入 割 引 53,544

受 取 保 険 金 36,415

そ の 他 21,413 152,345

営 業 外 費 用

支 払 利 息 8,736

そ の 他 28,711 37,447

経 常 利 益 1,336,034

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,336,034

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 480,876

過 年 度 法 人 税 等 55,314

法 人 税 等 調 整 額 △48,672 487,518

当 期 純 利 益 848,516

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 16,351

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 832,165

(注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

（平成30年１月１日から
平成30年12月31日まで）

(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金 資本剰 余 金 利益剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 735,800 601,840 10,984,007 △26,112 12,295,535

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △195,784 △195,784

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益

832,165 832,165

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当 期 変 動 額 合 計 - - 636,380 - 636,380

当 期 末 残 高 735,800 601,840 11,620,387 △26,112 12,931,915

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

非支配株主持分 純 資 産 合 計その他有価証券
評 価 差 額 金

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 807,119 807,119 221,083 13,323,738

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △195,784

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益

832,165

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

△201,948 △201,948 9,948 △192,000

当 期 変 動 額 合 計 △201,948 △201,948 9,948 444,379

当 期 末 残 高 605,170 605,170 231,031 13,768,118

(注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

― 18 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年02月19日 16時28分 $FOLDER; 18ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



貸 借 対 照 表
(平成30年12月31日現在)

科 目 金 額 科 目 金 額

(資 産 の 部) 千円 (負 債 の 部) 千円

流 動 資 産 2,603,650 流 動 負 債 2,434,398

現 金 及 び 預 金 25,453 短 期 借 入 金 2,340,000

短 期 貸 付 金 2,400,000 未 払 金 39,173

繰 延 税 金 資 産 294 未 払 費 用 9,694

そ の 他 177,901 未 払 法 人 税 等 3,930

固 定 資 産 10,631,576 預 り 金 31,870

有 形 固 定 資 産 797,735 賞 与 引 当 金 4,500

建 物 106,494 そ の 他 5,229

構 築 物 186 固 定 負 債 732,115

機 械 及 び 装 置 0 長 期 借 入 金 100,000

工 具、 器 具 及 び 備 品 10,225 繰 延 税 金 負 債 389,562

土 地 680,828 退 職 給 付 引 当 金 23,543

無 形 固 定 資 産 14,202 役員退職慰 労 引 当 金 201,740

ソ フ ト ウ ェ ア 14,202 そ の 他 17,269

投 資 そ の 他 の 資 産 9,819,639 負 債 合 計 3,166,513

関 係 会 社 株 式 9,792,186 (純 資 産 の 部)

そ の 他 27,452 株 主 資 本 10,068,713

資 本 金 735,800

資 本 剰 余 金 601,840

資 本 準 備 金 601,840

利 益 剰 余 金 8,757,185

利 益 準 備 金 52,762

そ の 他 利 益 剰 余 金 8,704,422

固定資産圧縮積立金 67,692

別 途 積 立 金 5,550,000

繰 越 利 益 剰 余 金 3,086,730

自 己 株 式 △26,112

純 資 産 合 計 10,068,713

資 産 合 計 13,235,226 負債及び純 資 産 合 計 13,235,226

(注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

（平成30年１月１日から
平成30年12月31日まで）

科 目 金 額

千円 千円

営 業 収 益 684,026

営 業 費 用 433,033

営 業 利 益 250,992

営 業 外 収 益

受 取 利 息 9,289

そ の 他 291 9,581

営 業 外 費 用

支 払 利 息 6,132

そ の 他 1,180 7,312

経 常 利 益 253,261

税 引 前 当 期 純 利 益 253,261

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 5,000

法 人 税 等 調 整 額 881 5,881

当 期 純 利 益 247,379

(注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

（平成30年１月１日から
平成30年12月31日まで）

(単位：千円)

株 主 資 本

純資産合計
資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計

資 本
準 備 金

資 本
剰 余 金
合 計

利 益
準 備 金

その他利益剰余金
利 益
剰 余 金
合 計

固定資産
圧 縮
積 立 金

別 途
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

当期首残高 735,800 601,840 601,840 52,762 67,692 5,550,000 3,035,135 8,705,590 △26,112 10,017,118 10,017,118

当期変動額

剰余金の配当 △195,784 △195,784 △195,784 △195,784

当期純利益 247,379 247,379 247,379 247,379

当期変動額合計 - - - - - - 51,594 51,594 - 51,594 51,594

当期末残高 735,800 601,840 601,840 52,762 67,692 5,550,000 3,086,730 8,757,185 △26,112 10,068,713 10,068,713

(注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告

独立監査人の監査報告書
平成31年２月15日

清和中央ホールディングス株式会社

　取 締 役 会 御 中

有限責任 あ ず さ 監 査 法 人
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 黒 川 智 哉 ㊞

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 北 口 信 吾 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、清和中央ホールディングス株式会社の平成30年1月
1日から平成30年12月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

　
　連結計算書類に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　
　監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意
見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠
して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて
合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。

監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評
価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもので
はないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、
連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会
計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の
表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に

準拠して、清和中央ホールディングス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係
る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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計算書類に係る会計監査人の監査報告

独立監査人の監査報告書
平成31年２月15日

清和中央ホールディングス株式会社

　取 締 役 会 御 中

有限責任 あ ず さ 監 査 法 人
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 黒 川 智 哉 ㊞

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 北 口 信 吾 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、清和中央ホールディングス株式会社の平成30
年１月１日から平成30年12月31日までの第65期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、
株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

　計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及び

その附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。

　
　監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明
細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監
査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚
偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施
することを求めている。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続

が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書
の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性につ
いて意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切
な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検
討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見
積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

　
　監査意見

当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての
重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告

監 査 報 告 書

　当監査役会は、平成30年１月１日から平成30年12月31日までの第65期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が
作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
１. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、
取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査室
その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しまし
た。
　①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて
説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、
子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を
受けました。
　②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及
びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項
に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）につい
て、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明
いたしました。
　③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人から
その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行
われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年
10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本
等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本
等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２. 監査の結果
　(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。
　 また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認

められません。
　(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　 会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
　(3) 連結計算書類の監査結果
　 会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　平成31年２月15日
清和中央ホールディングス株式会社 監査役会

常勤監 査 役 上 山 公 ㊞
監 査 役 岸 保 典 ㊞
監 査 役 小 西 弘 之 ㊞

　(注) 監査役上山 公、岸 保典及び小西弘之は、社外監査役であります。

以 上
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株主総会参考書類
　

　議案および参考事項
第１号議案 剰余金の処分の件

剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。
期末配当に関する事項
第65期の期末配当につきましては、安定的な配当を継続することを基本とし

つつ、業績、経営環境等を勘案し、以下のとおりといたしたいと存じます。

(1) 配当財産の種類
金銭といたします。

(2) 株主に対する配当財産の割当に関する事項およびその総額
当社普通株式１株につき金50円 総額195,784,550円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日
平成31年３月28日といたしたいと存じます。
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第２号議案 定款一部変更の件
1. 提案の理由
　取締役および監査役が、期待される役割を十分に発揮できるようにするとと
もに、今後も引き続き適切な人材を確保できるようにするため、責任限定契約
を締結することができる規定を新設するものであります。なお、この第24条の
新設に関しましては、各監査役の同意を得ております。

2. 変更の内容
　変更の内容は、次のとおりであります。

（下線は変更部分を示します。）

現 行 定 款 変 更 案

　 （新 設）
（取締役の責任限定契約）
第24条 当会社は、会社法第427条第１項の規定

により、取締役（業務執行取締役等を除
く。）との間で、同法第423条第１項の賠
償責任を限定する契約を締結することが
できる。ただし、当該契約に基づく賠償
責任の限度額は、法令に規定する額とす
る。

第24条～第28条（条文省略） 第25条～第29条（現行どおり）

（新 設）

第29条～第32条（条文省略）

（監査役の責任限定契約）
第30条 当会社は、会社法第427条第１項の規定

により、監査役との間で、同法第423条
第１項の賠償責任を限定する契約を締結
することができる。ただし、当該契約に
基づく賠償責任の限度額は、法令に規定
する額とする。

第31条～第34条（現行どおり）

― 26 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2019年02月19日 16時28分 $FOLDER; 26ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



第３号議案　取締役５名選任の件
本総会終結の時をもって取締役全員（４名）が任期満了となります。つきま

しては、経営監督機能の強化を図るため社外取締役１名を増員することとし、
取締役５名の選任をお願いするものであります。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当
社株式の数

１

阪
さか

　 上
がみ

　 正
まさ

　 章
あき

(昭和25年１月14日生)
440,880株

昭和49年４月 清和鋼業㈱（現 当社）入社

昭和63年２月 当社専務取締役営業本部長

平成元年４月 当社代表取締役社長（現任）

〔重要な兼職の状況〕

清和鋼業㈱代表取締役

中央鋼材㈱取締役会長

清和サービス㈱代表取締役

エスケー興産㈱代表取締役

［取締役候補者とした理由］

　阪上正章氏は、永年にわたり当社の代表取締役社長として、当社グループの経営を担っ

ており、そのリーダーシップでグループ全体を牽引してきた実績と豊富な経験を有してい

ることから、引き続き当社の企業価値向上に寄与できる人材と判断し、取締役候補者とい

たしました。

２

阪
さか

　 上
がみ

　 恵
よし

　 昭
あき

(昭和26年10月１日生)
281,900株

昭和52年４月 清和鋼業㈱（現 当社）入社

平成元年２月 当社取締役営業第１部長

平成５年１月 当社取締役営業本部長

平成５年３月 当社常務取締役営業本部長

平成20年７月 当社常務取締役管理本部長（現任）

〔重要な兼職の状況〕

清和鋼業㈱常務取締役営業本部長

［取締役候補者とした理由］

　阪上恵昭氏は、当社の管理本部長および当社グループである清和鋼業株式会社の営業本

部長としての職責を果たしており、鉄鋼業界および当社事業内容に精通するとともに、会

社経営および営業部門の豊富な経験を有していることから、引き続き当社の企業価値向上

に寄与できる人材と判断し、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当
社株式の数

３

西
にし

　 本
もと

　 雅
まさ

　 昭
あき

(昭和27年１月30日生)
4,500株

平成５年５月 清和鋼業㈱（現 当社）入社

平成15年３月 当社執行役員経理部長

平成20年７月 当社管理本部副本部長兼経営企

画部長兼経理部長

平成21年３月 当社取締役管理本部副本部長兼

経営企画部長兼経理部長（現任）

〔重要な兼職の状況〕

清和鋼業㈱取締役

中央鋼材㈱監査役

［取締役候補者とした理由］

　西本雅昭氏は、当社の管理本部副本部長としての職責を果たしており、鉄鋼業界および

当社事業内容に精通するとともに、会社経営および管理部門の豊富な経験を有しているこ

とから、引き続き当社の企業価値向上に寄与できる人材と判断し、取締役候補者といたし

ました。

４

後
ご

　 藤
とう

　 信
しん

　 三
ぞう

(昭和25年５月16日生)
0株

昭和48年４月 三菱商事㈱ 入社

平成12年４月 同社 鋼板事業部長

平成14年６月 同社 長崎支店長

平成17年10月 ㈱メタルワン 入社

平成19年１月 同社 名古屋支社長

平成22年３月 当社取締役（現任）

〔重要な兼職の状況〕

中央鋼材㈱代表取締役

清和鋼業㈱取締役

［取締役候補者とした理由］

　後藤信三氏は、三菱商事株式会社、株式会社メタルワンで鉄鋼事業の要職を経験し、現

在は当社グループの中央鋼材株式会社で代表取締役としての職責を果たしており、鉄鋼業

界および当社事業内容に精通するとともに、会社経営の豊富な経験を有していることか

ら、引き続き当社の企業価値向上に寄与できる人材と判断し、取締役候補者といたしまし

た。
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候補者
番 号

氏 名
(生 年 月 日)

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況
所有する当
社株式の数

５

※

草
くさ

　 野
の

　 征
ゆき

　 夫
お

(昭和19年１月1日生)

0株

昭和41年４月 日本銀行 入行

昭和63年10月 同行 考査局考査役

平成８年３月 ㈱福徳銀行 専務取締役

平成15年３月 アメリカンファミリー生命保険

会社（現アフラック生命保険㈱）

特別顧問

平成17年６月 一般社団法人大阪銀行協会 専務理事

平成17年６月 カメイ㈱ 社外監査役

平成22年６月 兵庫県信用農業協同組合連合会 員外監事

平成29年５月 学校法人芦屋学園 理事（現任）

［社外取締役候補者とした理由］

　草野征夫氏は、金融機関を中心に経営者として豊富な知識と経験並びに幅広い見識を有

しており、更には十分な独立性を備えておられ、当社事業への理解を深めつつ、客観的か

つ有益な助言・提言などをいただける人材と判断し、社外取締役候補者といたしました。

(注) １．※は新任の社外取締役候補者であります。
２．各候補者と当社との間に、特別の利害関係はありません。
３．草野征夫氏は、社外取締役候補者であり、東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と

利益相反が生じるおそれのない独立役員の要件を満たしております。
４．第２号議案「定款一部変更の件」の承認可決を条件として、草野征夫氏の取締役選任が承

認可決された場合は、当社は同氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第
423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく賠償
責任の限度額は、法令に規定する額としております。
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第４号議案 監査役１名選任の件
本総会終結の時をもって監査役上山 公氏は任期満了となりますので、監査

役１名の選任をお願いするものであります。
また、本議案の提出につきましては、あらかじめ監査役会の同意を得ており

ます。
監査役候補者は、次のとおりであります。

　

氏 名

(生 年 月 日)
略歴、地位および重要な兼職の状況

所有する当

社株式の数

上
うえ

　 山
やま

　 公
いさお

(昭和12年11月21日生)

100株

昭和35年２月 津田鋼材㈱ 入社

昭和63年２月 同社 東京支社取締役財務管理部長

平成11年６月 新津田鋼材㈱ 監査役

平成16年６月 同社 監査役 退任

平成19年３月 当社監査役（現任）

〔重要な兼職の状況〕

清和鋼業㈱監査役

［社外監査役候補者とした理由］

　上山 公氏は、鉄鋼業界における長年の経験を有し鉄鋼業界および当社事業内容に精通するととも

に、財務等に関する豊富な知見を有していることから、引き続き経営全般の監視と有効な助言を期待

し、社外監査役候補者といたしました。
　

(注) １. 候補者と当社との間に、特別の利害関係はありません。
２．上山 公氏は、社外監査役候補者であり、東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と

利益相反が生じるおそれのない独立役員の要件を満たしております。
３．上山 公氏は、現在当社の社外監査役であり、その就任してからの年数は、本総会終結の

時をもって、12年であります。
４．第２号議案「定款一部変更の件」の承認可決を条件として、上山 公氏の監査役選任が承

認可決された場合は、当社は同氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第
423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。当該契約に基づく賠償
責任の限度額は、法令に規定する額としております。

　

以 上
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〈メ モ 欄〉
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船場中央３

地 下 鉄 本 町 駅

久太郎町３

北久宝寺町３

阪神高速13号東大阪線

鐵 鋼 會 館
御堂筋本町アーバンビル11階

南御堂

大阪センタービル

池田泉州銀行

三井住友銀行

12号出入口13号出入口

中央大通

阪
神
高
速
１
号
環
状
線

船場センタービル
９号館（10号出入口）

地
下
鉄
御
堂
筋
線

御
堂
会
館

Ｎ

株主総会会場ご案内図
　

　 大阪市中央区北久宝寺町三丁目５番12号 御堂筋本町アーバンビル11階

　 鐵鋼會館 ５・６号会議室 電話（06）6227－8221
　

　

地下鉄御堂筋線・中央線・四つ橋線 本町駅（10・12・13号出入口）徒歩約３～７分
　

※駐車場はございませんので、お車でのご来場はご遠慮ください。
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